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環
境
基
本
計
画
の
改
定
に
向
け

検
討
が
進
ん
で
い
る
が
、
都
市
環

境
全
体
を
見
据
え
た
「
創
造
的
環

境
都
市
」
を
目
指
す
計
画
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
。
�
環
境
負
荷
の

少
な
い
交
通
政
策
な
ど
、
他
の
分

野
と
の
政
策
の
統
合
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。
�
で
き
る

こ
と
を
計
画
化
す
る
の
で
は
な
く
、

新
た
な
価
値
を
中
野
か
ら
生
み
出

し
、
発
信
す
る
計
画
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。
�
改
定
後
の
計

画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
仕
組
み

の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

区

長

�
新
た
な
環

境
基
本
計
画
は
、「
持
続
可

能
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
環
境
面
か
ら
実
現

す
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、

環
境
政
策
と
他
の
施
策
が
、

有
機
的
に
連
動
す
る
も
の

と
し
て
い
き
た
い
。
�
１０

か
年
計
画
を
踏
ま
え
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

よ
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

構
築
な
ど
、
中
野
区
が
主
体
性
を

持
っ
て
取
り
組
む
施
策
を
盛
り
込

み
た
い
。�
実
行
計
画
を
定
め
、具

体
的
な
施
策
ご
と
に
数
値
目
標
を

設
定
し
、点
検
・
評
価
、進
行
管
理

を
行
う
。
ま
た
、点
検
・
評
価
に
あ

た
っ
て
は
、
第
三
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
、
結
果
を
区
民
に
公
表
す

る
仕
組
み
を
つ
く
る
予
定
で
あ
る
。

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

自
殺
に
対
す
る
総
合
的
対
策
を

本
年
６
月
に
、
自
殺
対
策
基
本

法
が
成
立
し
た
。
�
区
内
の
過
去

１０
年
間
の
自
殺
者
の
実
態
は
ど
う

か
。
ま
た
、
自
殺
を
め
ぐ
る
現
状

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。
�

中
野
区
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
自

殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
早
急

に
連
絡
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

区

長

�
中
野
区
で
は
過
去

１０
年
間
で
、
６
４
４
人
が
自
殺
に

よ
り
亡
く
な
っ
て
い
る
。
男
性
が

多
く
、
年
代
別
で
は
５０
歳
代
が
圧

倒
的
に
多
い
。
壮
年
期
の
方
を
対

象
と
し
た
心
の
健
康
づ
く
り
対
策

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

�
区
内
の
関
係
部
署
や
関
係
機
関

と
適
切
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

生
き
が
い
支
援
重
視
の

介
護
予
防
事
業
の
推
進
を

介
護
予
防
事
業
に
は
、
高
齢
者

自
身
が
自
立
に
向
け
、
意
欲
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
「
心
」
に
目
を

向
け
る
視
点
が
重
要
だ
。
介
護
プ

ラ
ン
の
評
価
基
準
に
、
主
観
的
な

本
人
評
価
も
加
え
る
べ
き
で
は
。

区

長

介
護
予
防
プ
ラ
ン
の

評
価
・
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

本
人
や
家
族
の
意
見
・
意
向
を
把

握
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

区
長
２
期
目
の
区
政
運

営
で
は
、
新
た
な
仕
組
み

を
機
能
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
１０
か
年
計
画
具

体
化
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
�
職
員
の
意

識
改
革
、
組
織
力
強
化
を

ど
う
進
め
る
の
か
。
�
中

長
期
的
見
通
し
に
立
っ
た

財
政
運
営
で
経
営
力
を
発

揮
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
�
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
国
や
都
の
制
度
活

用
、
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

区

長

�
職
員
が
使
命
を
認

識
し
、
各
事
業
部
が
戦
略
的
に
施

策
展
開
で
き
る
よ
う
経
営
機
能
強

化
に
努
め
る
。
�
財
政
需
要
の
的

確
な
把
握
、
計
画
的
な
基
金
活
用
、

経
常
経
費
の
増
加
抑
制
な
ど
で
財

政
規
律
を
確
立
し
、
政
策
実
行
型

の
財
政
運
営
と
す
る
。
�
中
野
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
都
市

再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
交
付
金

活
用
な
ど
、
補
助
制
度
や
規
制
緩

和
策
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

交
通
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

�
西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
合
意

形
成
、
道
路
交
通
網
や
駅
周
辺
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
都
、
西
武
鉄
道
と
の
協
議

状
況
は
ど
う
か
。
�
早
期
の
中
野

駅
周
辺
整
備
に
向
け
、
道
路
交
通

の
体
系
化
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
の
充
実
、
安
全
な
道
路
づ
く
り
、

歩
行
者
回
遊
路
づ
く
り
、
防
災
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
中
心
商
業
核

と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
、
地
区
計

画
を
導
入
し
た
南
北
の
土
地
利
用

な
ど
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

�
都
の
事
業
化
決
定

に
向
け
、
地
域
で
勉
強
会
を
重
ね
、

新
井
薬
師
前
・
沼
袋
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
案
を
ま
と
め
、
説

明
会
を
行
っ
た
。
現
在
、
三
者
で

西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
及

び
踏
切
対
策
検
討
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
る
。
�
警
大
等
跡
地

で
は
、
地
区
計
画
、
開
発
者
負
担

な
ど
で
民
間
活
力
の
活
用
を
図
る

ほ
か
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
、

周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

整
備
構
想
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

災
害
時
救
援
リ
ス
ト
の
作
成
を

国
は
、
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス

ト
の
作
成
を
求
め
て
い
る
が
、
個

人
情
報
保
護
と
の
関
係
で
未
作
成

の
自
治
体
が
多
い
。
関
係
機
関
共

有
方
式
、
手
上
げ
方
式
、
同
意
方

式
が
あ
る
が
、
ど
の
方
式
と
す
る

の
か
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
と

の
両
立
は
ど
う
す
る
の
か
。

区

長

災
害
時
に
必
要
に
応

じ
て
組
み
合
わ
せ
る
方
式
と
す
る
。

事
前
に
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の

意
見
を
求
め
る
な
ど
、
迅
速
、
的

確
に
対
応
で
き
る
体
制
と
す
る
。

�
現
在
、
中
野
区
で
は
、
手
あ

げ
方
式
で
災
害
時
の
要
支
援
・
救

援
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
が
、

要
支
援
者
約
１
万
５
千
人
に
対
し
、

リ
ス
ト
登
録
は
９
９
３
人
に
過
ぎ

な
い
。
手
を
挙
げ
な
か
っ
た
人
の

支
援
方
法
を
含
め
、
手
あ

げ
方
式
以
外
の
方
法
を
検

証
し
、
個
人
情
報
保
護
条

例
規
定
も
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
�
子
ど
も
た

ち
の
帰
宅
時
間
の
目
安
に

な
っ
て
い
る
午
後
５
時
の

「
お
帰
り
チ
ャ
イ
ム
」
に

つ
い
て
、
冬
場
に
は
放
送

時
間
を
繰
り
上
げ
て
実
施

し
て
は
。

区

長

�
手
あ
げ
方
式
に
は

限
界
が
あ
り
、
関
係
機
関
共
有
方

式
や
同
意
方
式
な
ど
、
転
換
を
検

討
し
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
条

例
と
の
関
係
も
整
理
し
、
適
切
な

利
用
を
図
り
た
い
。
�
子
ど
も
の

防
犯
対
策
と
し
て
、
冬
場
に
は
放

送
時
間
繰
り
上
げ
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
現
在
の
チ
ャ
イ
ム
か
ら
メ
ロ

デ
ィ
へ
の
変
更
も
検
討
し
て
い
る
。

「
教
育
」
に
取
り
組
む

区
長
の
意
欲
を
示
せ

区
政
の
改
革
の
成
果
は
分
野
を

絞
っ
て
区
民
に
還
元
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
「
教
育
」
だ

と
考
え
る
。
人
材
は
区
の
唯
一
の

資
源
で
あ
り
、
人
材
を
育
て
る
教

育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
区
の
発

展
の
要
だ
。か
つ
て
言
わ
れ
た「
教

育
の
中
野
」
の
再
構
築
に
、
本
気

で
取
り
組
む
時
だ
と
感
じ
る
。
教

育
委
員
会
が
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
仕

事
を
進
め
る
た
め
に
は
、
教
育
に

対
す
る
区
長
の
意
欲
を
明
瞭
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
区
長
の
教
育

に
取
り
組
む
意
欲
を
聞
き
た
い
。

区

長

中
野
区
は
、
普
通
教

室
の
冷
房
化
な
ど
２３
区
で
も
先
行

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

「
１０
か
年
計
画
」
で
も
、
学
校
再

編
な
ど
を
教
育
の
重
要
課
題
と
し

て
示
し
て
い
る
。
平
成
１８
年
度
は
、

体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
小
中
学

校
の
連
携
教
育
の
推
進
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
人
材
は
区
の
資
源
と
い

う
考
え
に
は
共
鳴
し
て
お
り
、
強

い
意
欲
を
持
っ
て
進
め
た
い
。

区
の
案
内
板
を
整
備
せ
よ

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
基
盤
整

備
で
あ
る
区
内
の
誘
導
標
識
や
案

内
地
図
に
つ
い
て
、
老
朽
化
し
て

見
づ
ら
い
、
必
要
な
場
所
に
な
い

な
ど
、
不
便
を
感
じ
る
。
最
近
は

案
内
板
に
広
告
を
付
け
て
設
置
料

を
ま
か
な
う
方
式
が
一
般
的
に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
中
野
区
で
も

新
た
な
手
法
で
整
備
す
べ
き
で
は
。

区

長

地
域
の
方
に
協
力
い

た
だ
き
、
効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
に

設
置
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

整
備
手
法
も
、
他
の
事
例
を
参
考

に
有
効
な
方
法
を
考
え
た
い
。

重
し
つ
つ
、
定
期
的
に
関
係
者
が

協
議
す
る
場
を
設
置
で
き
な
い
か
。

�
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
な
ど
も
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
情
報
は
子
ど
も
や
各

家
庭
に
も
適
時
伝
え
て
い
る
の
か
。

区

長

�
警
察
署
と
地
区
町

会
連
合
会
の
呼
び
か
け
で
学
校
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
な
ど
が
集

ま
り
、
情
報
・
意
見
交
換
を
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
。
さ
ら
に
全
区

的
に
広
が
る
支
援
を
行
い
、
機
会

を
と
ら
え
て
区
内
他
地
域
、
他
自

治
体
の
情
報
提
供
に
も
工
夫
し
て

い
き
た
い
。
�
安
全
に
関
す
る
情

報
は
校
長
会
な
ど
で
周
知
し
、
学

校
を
通
じ
て
子
ど
も
や
各
家
庭
に

知
ら
せ
て
い
る
。

路
上
生
活
者
の
支
援
事
業
に

取
り
組
む
決
意
は

地
域
生
活
移
行
支
援
事
業
で
は
、

路
上
生
活
者
の
就
労
支
援
や
居
住

の
安
定
を
図
る
な
ど
の
方
針
が
示

さ
れ
た
。
特
に
再
就
職
の
場
合
、

身
元
確
認
を
必
要
と
し
な
い
一
時

的
な
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
長
期
的
・

恒
常
的
な
支
援
に
な
ら
な
い
。
個

人
情
報
の
問
題
な
ど
難
し
い
側
面

は
推
測
で
き
る
が
、
行
政
と
し
て

の
事
業
に
取
り
組
む
決
意
は
。

区

長

本
人
の
自
立
と
共
に
、

公
園
な
ど
地
域
の
快
適
な
都
市
施

設
の
利
用
が
図
ら
れ
る
重
要
な
事

業
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
都

区
共
同
事
業
と
し
て
生
活
・
居
住

・
就
労
支
援
な
ど
、
き
め
細
か
い

支
援
を
行
う
事
業
で
も
あ
る
。
関

係
機
関
と
も
十
分
連
携
を
取
り
、

着
実
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

区
長
は
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
拡
大
の
要
望
に
、
「
区

と
し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
て
き
た
。
都
議
会
で
は

複
数
の
会
派
が
都
に
申
し
入
れ
を

行
い
、
東
京
都
も
拡
充
に
向
け
た

検
討
を
始
め
る
な
ど
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
拡
充
の
環
境
は
十
分
整

っ
て
い
る
。
中
野
区
も
、
中
学
３

年
生
ま
で
の
医
療
助
成
拡
充
を
決

断
す
る
時
期
と
思
う
が
ど
う
か
。

区

長

小
学
生
が
入
院
し
た

場
合
の
経
済
的
・
精
神
的
負
担
な

ど
が
特
に
重
い
と
判
断
し
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
を
制
度
化
し
て
き

た
。
現
在
の
制
度
の
定
着
状
況
、

実
績
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

幼
稚
園
保
育
料
の

大
幅
値
上
げ
を
中
止
せ
よ

幼
稚
園
保
育
料
を
３
年
後
に
年

環環
境境
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